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《絵本＝子どもが読む本》だと思っていませんか？
　毎日忙しい大人こそ、短い文や絵に触れることで心が癒されます。
　１冊の絵本を１０人の大人が読んだとしたら、きっと１０通りの感想や解釈
があるに違いありません。絵本を通じて感じ、考え、言葉にすることで、今ま
で気づかなかった自分自身の内面にも気づかされます。ぜひ、絵本を読んでみ
てください。

▲「シニガミさん」 
宮崎　達也 著　
えほんの杜
　命の尊さ、人との
関わりの大切さを伝
える絵本です。

▼「もうすぐママは
　　　　　星になる」 
スーローソン原 著
神田　由布子 訳　汐文社
　すべてを受け入れる、
強く、やさしく、そして勇
気に満ちた絵本です。

▲「チキンマスク
　やっぱりぼくはぼく
　でいい」
宇津木　美帆 著  汐文社
　自分に自信が持てなく
なった時など、読んで清
々しい気持ちになれる本
です。
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